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山根 到 (都神経研)･鈴木樹理 ･友永雅己 ･大蔵 聡 ･上野書- (京都大 ･霊長研)
個別ケージ飼育下の霊長矧 ま､常同行動や過剰な自己毛づくろい等､非適応的行動を郷紫に
示すことが知られている｡遊具導入による飼育環境のエンリッチメントが､このような行動の発
現を抑制すると考えられているが､その効果は十分に解明されていない｡本研究では､2頭のア
カゲザルで遊具埠入前後の計 10ケ月3g洞､休息､毛づくろい､遊具への接触などの行動レパート
リーを記録すると共に､ストレスに関する生理指標 (血中コルチゾルおよび尿中カテコールアミ
ン)を測定した｡遊具として用いたものは､長さ約 30cmの木片で､個別ケージ内に鎖でつるし
た｡遊具に対する反応は呼人初期に頻発し､その後急速に減少することがわかった.一方､毛づ
くろい等の自己指向性の行動は､遊具導入後減少することも明らかとなった｡遊具に対する反応
のほぼ半分は遊具をかじるという行動に訳やされた.サルにとって遊具は擬似的な ｢採食物｣tと
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